
2 

 

     

 

 

 道徳科における『主体的・対話的で深い学びのある授業』である「考

える道徳」「議論する道徳」を実現するために、道徳ハンドブックを参照

しながら、授業実践をしていただきたいと思います。 

 

Ｑ１ 学習指導要領改訂のポイントはどのようなものでしょうか。 

 

答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童が自分自身の問題と捉え、向き合う「考

える道徳」、「議論する道徳」へと転換を図ります。 

 

 

   指摘された多くの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

              

 

 

 

 

 

（自分の感じ方、考え方を明確にする）      （自分の感じ方、考え方をより明確にする） 

 

「深い学び」 

自己の生き方について考えを深める 

 

 

他教科に比べて軽んじられていること 

歴史的経緯に影響され、道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があること 

読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例があること 

改善・充実 

 
 

 

主体的に自分との

関わりで考える 

多様な感じ方、考え方と出合い交

流し、多面的・多角的に考える 

議論 

する 
考え 「主体的な学び」 

 

「対話的な学び」 

いじめ問題への対応の充実 

「考える道徳」「議論する道徳」へ 


